
令和５年度地区懇談会（青葉地区）会議次第

令和５年１０月１６日（月） １８時００分～ 市民活動センターのぼりん

１．開 会

２．市民憲章唱和 ･･･････････････････････････････････････ 裏表紙に掲載

３．地区連合町内会長あいさつ

４．市からの情報提供事項

（資料１）コロナワクチン令和５年秋開始接種について････････････１ページ 保健福祉部

（資料２）のぼりべつ・クリーン＆フレッシュ事業････････････････３ページ

（資料３）市民緑化推進事業について････････････････････････････４ページ

（資料４）除雪作業にご理解とご協力を！････････････････････････５ページ

（資料５）道路・公園の異常の連絡について･････････････････････６ページ

（資料６）登別市消防庁舎の進捗について

消防通信指令業務の共同運用について･････････････････７ページ

５．市役所本庁舎の建設及び中央地区まちづくり協議会の取り組みについて 総務部

６．個別避難計画の策定に向けた取り組みについて･････････････････８ページ 総務部

７．チャレンジ！！ゼロカーボン･････････････････････････････････10ページ 市民生活部

８．地区連合町内会が市と意見交換したい事項についての懇談

（１）今後の公共交通の有り方について･････････････････････････14ページ 市民生活部

（２）桜木住宅の跡地の活用について･･･････････････････････････ 15ページ 総務部

（３）防災避難訓練結果を踏まえた、課題・要望について･････････ 16ページ 総務部

９．市長あいさつ

１０．閉 会 ( 19時30分 )

説 明

保健福祉部



コロナワクチン令和５年秋開始接種について
市では、９月20日(水)から令和５年秋開始接種として、２回目までの接種を終えた方

(※)を対象に新型コロナワクチン（オミクロン株（ＸＢＢ.１.５）対応１価ワクチン）に

よる接種を始めています。

オミクロン株（ＸＢＢ.１.５）対応１価ワクチンは、現在主流になっている変異株に対

応する１価ワクチンで、新型コロナウイルス感染症の重症化予防などが期待されます。

お手元に黄色の接種券一体型予診票をお持ちの方は、早めの接種を検討ください。

（※６カ月～４歳の方は１～３回目の接種）

◇予約方法
●インターネットでの予約（24時間）

ｈｔｔｐｓ：//vaccines.sciseed.jp/noboribetsu
※初回ログイン時のパスワードは（生年月日を西暦での８桁です。 例）1970年１月１日生まれの場合⇒ １９７００１０１

●市コールセンターでの予約（８時～20時（土・日、祝日も対応））

０５７０－０３５－０５６（有料）

●医療機関が独自に設置した予約専用の電話など

R5.10

▲インターネット予約

裏面に続きます

接種券一体型予診票等は、新型コロナワクチン接種の努力義務が適用されてい

る 65歳以上の方と 64 歳以下で基礎疾患がある方を優先に発送しています。
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◇個別接種(ファイザー社製・モデルナ社製ワクチン)

＜定期通院患者限定＞

◇集団接種(モデルナ社製ワクチン)
●登別中央ショッピングセンター・アーニス

※日程は状況により変更となる場合があります。

接種医療機関 予約の条件など 予約受付日時 予約先

あらい内科医院
若山町４-４２-５

１８歳以上の方対象
※当院でコロナワクチン接種歴のある方

・市コールセンター

☎0570-035-056（有料）
8:00～20:00（土・日、祝日も対応)

・インターネット予約(２４時間対応)

https://vaccines.sciseed.jp/nobor

ibetsu

若草ファミリークリニック
若草町４-２４-１

１８歳以上の方対象
※定期通院患者限定

いしまる神経内科
新生町１-２６-20

１８歳以上の方対象
※定期通院患者優先

診療時間内
来院での受付

電話予約不可堀尾医院
富士町６-21-1

内科定期通院患者限定
（第２月曜日休診）

月日 曜日 会場 時間 対象年齢

１０月７日 土

アーニス １４：００～１７：００ １６歳以上
１１月１１日 土

１１月１８日 土

１１月２５日 土

接種医療機関 予約の条件など 予約受付日時 予約先

いわた内科クリニック
桜木町３-2-15

中学生以上の方対象

・市コールセンター

☎0570-035-056（有料）
8:00～20:00（土・日、祝日も対応)

・インターネット予約(２４時間対応)

https://vaccines.sciseed.jp/nobor

ibetsu

くにもと内科循環器科
富岸町２-2-20

高校生以上の方対象

登別東クリニック
登別東町２-１５-３５

１８歳以上の方対象

いしはら小児科
若山町３-１２-３４

１２歳以上の方対象

１5歳以下の方は保護者同伴必須

開田医院
中央町５-４-３

１２歳以上（中学生以上）の方対象

ＪＣＨＯ登別病院
登別東町３-１０-２２

１２歳以上の方対象

１5歳以下の方は保護者同伴必須

三愛病院
中登別町２４-12

１８歳以上の方対象

登別記念病院
中央町１-１-４

１２歳以上の方対象

１5歳以下の方は保護者同伴必須

恵愛病院
鷲別町２-３１-１

１２歳以上の方対象

１5歳以下の方は保護者同伴必須

内科消化器科サンクリニック

新生町３-１１-１１

１５歳以上（高校生以上）の方対象

１5歳以下の方は保護者同伴必須
月～金
(祝日除く）

９：３０～11:０0

13:３0～16:０0
87-3131

伊丹腎クリニック
若山町４-４３-２

１２歳以上の方対象

１5歳以下の方は保護者同伴必須
月～金
(祝日除く）

9:00～1３:00
080-5626-

4322

【問い合わせ】登別市健康推進グループ新型コロナワクチン接種担当 電話　８１‐２７７０・８１‐２７７１
　　　　　　　　　　　　〒059-0016 登別市片倉町６-９-１ 総合福祉センターしんた21内
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登別市

①里親を募集しています
　きれいなまちづくりの第１歩は、私たち
のまちを私たちの手できれいにすることか
ら始まります。まちをきれいにし、心も体
もフレッシュに！！を合言葉として『のぼ
りべつ・クリーン＆フレッシュ事業』に参
加する里親を募集しています。

②里親になるには 
　清掃・美化活動をしようと思う道路・公園・広場・河川について、
市の窓口（土木・公園グループ）にご相談ください。

※２名以上のグループ（家族、町内会等、学校、商店、企業、各種団
体）とします。

みんなでつくろう　ごみのないきれいなまち
～のぼりべつ・クリーン＆フレッシュ事業～

③お申し込み・お問い合わせは 
　都市整備部　土木・公園グループ　管理担当
　TEL 0143-57-1077　FAX 0143-85-8286

　E-mail：kanri@city.noboribetsu.lg.jp

「イメージキャラクター」

　市では、市民のみなさん（２名以上のグループ）に、身近にある道路や公園・広場、河川の里親になっていただき、
ボランティアで清掃や草刈・花壇づくりなどを行うアダプトプログラム『のぼりべつ・クリーン＆フレッシュ事業』
を実施しております。

アダプト（adapt）

英語で【～を養子にする】の意味で、公園や道路
などの公共施設を子どもに見立て、市民や企業な
どが里親となり、わが子を育てるように世話（清
掃・美化）をすることから命名されました。

事業の流れ

里親届出

合意書締結

清掃用具提供

活動開始

年間活動報告

担当者事前協議
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登別市

①各町内会にて調査書を提出
調査書を送付させていただきますので、各町内会にて希望する樹木や花苗の数
量及び植栽を行う場所を記入していただき、同封している返信用封筒にて土
木・公園グループに提出願います。　

②提供する樹木及び花苗の種類 
【樹木】桜・ﾂﾂｼﾞ・その他の苗木
【花苗】ﾍﾞｺﾞﾆｱ・ｲﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ・ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｻﾙﾋﾞｱ・ﾍﾟﾁﾆｱ

みんなでつくろう　みどり豊かできれいなまち
～市民緑化推進事業～

　市では、町内会に樹木や花苗を配布し、身近にある道路や公園・広場、その他の公共施設等に植栽を行っていただ
き、町内の美化や地域住民の生活環境に対する意識向上のため『市民緑化推進事業』を実施しております。

事業の流れ

各町内会より樹木・花苗の
要望数量提出（５月中旬）

町内会毎の樹木・花苗の
配布数量決定（５月下旬）

各町内会に対し配布数量を
案内する（６月中旬）

各町内会に樹木・花苗を　
配布する（６月下旬）

各町内会が植栽を行う

各町内会へ調査書送付
（４月下旬）

③植える場所
道路の花壇や植樹桝、公園・広場
町内会の会館や老人憩いの家、その他の公共施設

④お申し込み・お問い合わせは 
　都市整備部　土木・公園グループ　公園担当
　TEL 0143-8５-４１１５　FAX 0143-85-8286

　E-mail：kouen@city.noboribetsu.lg.jp
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登別市 都市整備部 土木・公園グループ
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道路、公園の異常を見つけたら、下記の連絡先からご連絡ください。
※緊急の場合は、電話にてご連絡お願いします。

【連絡先】

【道路・公園の異常の例】

登別市 都市整備部 土木・公園グループ

連絡時間帯 異常箇所 電話番号 連絡フォーム QRコード
スマートフォンなどで読み取って下さい。

平日 昼間 (土木･公園Ｇ 直通)
道路 0143-85-3260

公園 0143-85-4115

平日 夜間

土・日・祝日 (市役所 当直)

道路

公園
0143-85-2111

道路の穴 排水施設の損傷 道路の異常その他

ガードレール・縁石・照明灯の不点灯など

公園柵の損傷 看板の損傷 公園の異常その他

遊具の故障・公園灯の不点灯・公園トイレの故障など
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救急の場合 救急の場合

火災の場合 火災の場合

応援出動

119番通報

出動指令

出動・活動

西胆振行政事務組合

119番通報

出動指令

出動・活動

登別市

共同指令センター

情報伝達

応援要請 出動指令

出動・活動

応援出動応援出動

119番通報

室蘭市

火災の場合

救急の場合

情報伝達

応援要請
情報伝達

応援要請

登別市消防庁舎の進捗について

令和３年度から新消防庁舎の建設事業を進めています。

令和５年度は建物の建設工事を行っており、年度内には完成する予定です。

令和６年度に外構工事を行い、令和７年４月の供用開始を予定しております。

建設場所 登別市富岸町１丁目９番地８

主要施設 １階 車庫・大会議室 ２階 職員仮眠室 ３階 事務室

鉄筋コンクリート造地上３階一部５階建て 延べ面積２，８０４．３７㎡

令和 5年 9月撮影 完成予想図

消防通信指令業務の共同運用について

西胆振地域の３消防本部（室蘭市消防本部・西胆振行政事務組合消防本部・登別市消防

本部）では、整備費や維持管理費の負担軽減等を目的に、１１９番通報の受付や消防車両

等への出動指令を行う消防通信指令業務の共同運用を、令和８年２月の運用開始に向けて

現在準備を進めています。

共同指令センターは、室蘭市消防総合庁舎内に設置しますが、市民の皆さんが１１９番

通報された場合には、これまでと同じく登別市の消防車や救急車が出動します。

指令センターイメージ
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個別避難計画の策定に向けた取り組み

避難行動要支援者（自ら避難することが困難な方）に対して、災害時の
避難場所や避難支援の留意点など、避難に必要な事項を個別に策定する計
画です。（令和３年５月、災害対策基本法の改正に伴い努力義務化）

＜令和４年＞
１１/１５ 幌別鉄南地区連合町内会を本計画の作成モデル地区に選定
１２/ ５ 幌別鉄南地区の各町内会長へ本計画の趣旨・内容を説明

＜令和５年＞
１/３１ 幌別鉄南地区の各町内会長による計画作成の対象者の把握
２/１５ 本計画を作成・提出
４/ ６ 行政情報の確認、６/３０ ケアマネからの情報提供
７/２２ 幌別鉄南地区における本計画に沿った避難訓練の実施

・各地区連会長と協議の上、ご賛同いただけるところから本計画の説明会
を実施させていただきます。

・市で把握している「避難行動要支援者名簿」の中から真に支援が必要な
方（誰かの援助がないと本当に避難できない方）について、町内会ごと
に把握をお願いいたします。

・災害時にどのようにして避難するかについて、地域一体となって検討・
検証をお願いいたします。

※ 避難行動要支援者名簿に登録

されている方

見守りが必要な方

※ 真に支援が必要な方

（誰かの援助がないと

本当に避難できない方 ）

避難支援が必要な方

個 別 避 難 計 画 の 対 象 者

個別避難計画とは？

これまでの経過

今後の予定
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整理番号

ふりがな 生年月日

氏　　名 性　　別 血 液 型

住　　所

電話番号

家族構成
（同居）

要介護度

障害手帳

医療機器 特定疾患

避難所に
持って
行く薬

現病歴

特記事項

ふ り が な

氏　　名 続 柄 等

住　　所 電話番号

ふ り が な

氏　　名 続 柄 等

住　　所 電話番号

わたしの避難シート(登別市個別避難計画)

作成日：令和 〇 年 〇 月 〇 日 区分： 介護 ・ 障がい・ 難病 ・ その他

のぼりべつ　いちろう 　大・昭・平・令　 　 年 　 月 　 日

登　 別 　一　 郎

　登別市〇〇町〇丁目〇－〇
　〇〇アパート〇〇号室　　

支 援 町 内 会

　０１４３－〇〇－〇〇〇〇 市防災メール登録 有 ・ 無

　一人暮らし　又は　妻：登別　温子　子：登別　太郎の３人世帯など

　要介護４

　身体障害者手帳１級（心臓機能、肢体不自由）

酸素 ・ ペースメーカー ・ 胃ろう ・ 無し 　パーキンソン病

　インスリン・血圧の薬 　糖尿病、高血圧

 ケアマネージャー（介護）
 相談支援専門員（障がい）

　事業所名：〇〇事業所

情報伝達について
(１つにチェック)

  □　電話
　☑　訪問
　□　訪問（筆談）

　多目的トイレがあれば、一人
　でトイレができる

避難について
　普段の移動手段　　　【 自力歩行 ・ 杖 ・ シルバーカー ・ 車椅子 ・ 車 】
　必要な支援の種類　　【 引率（見守り） ・ 介助（支えてほしい） 】
　５０ｍ以上歩くことが【 できる ・ できない 】

避難所生活について
(複数のチェック可)

　☑　床に座れない
　☑　介助が必要【 食事 ・ 排泄 ・ 目が見えにくい ・ 耳が聞こえにくい 】
　□　パニック有り（対応方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ほっかい はなこ

　北海　花子 　子

　札幌市〇〇区〇条〇－〇－〇 　０１１－〇〇〇－〇〇〇〇

のぼりべつ じろう

　登別　二郎 　弟

　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇－〇 　０８０－〇〇〇〇－〇〇〇〇

避難所（洪水） 　〇〇会館

避難所(土砂災害) 　○○小学校

支
援
に
必
要
な
情
報

緊
急
連
絡
先

避
難
先

避難場所
（津波）

　〇〇公園付近

　計画の作成により避難支援を受けられる可能性は高まりますが、支援協力者等が避難時に余力がある
場合のみ支援を受けられるものであり、必ずしも支援が受けられることを保証するものではありませ
ん。また、支援協力者等は、法的な責任や義務を負うものではありません。
　以上を理解した上で、災害時に地域の支援者と安全に避難できるよう、平常時から「わたしのこと」
を理解してもらうため、事前に支援協力者等へ個人情報を提供することに同意します。

　令和 〇 年 〇 月 〇 日

　　署名　登別　一郎　　　　（代筆：　登別　二郎　　　続柄等：　弟　　）

基
礎
情
報
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　　　　　　令和５年度地区懇談会　市と意見交換したい事項

あ

青葉地区連合町内会 １０月１６日（月）

　　1 件名：今後の公共交通の有り方について

【内容（原文まま）】

①公共交通が少ない常盤町での実証実験の経過、結果を知りたい。

②近隣市町の実証実験の結果を踏まえ、今後の取組について、登別市の考え

方を知りたい。

③また、交通機関を利用する場合の補助金制度導入可否について考え方を知

りたい。
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　　　　　令和５年度地区懇談会　市と意見交換したい事項

青葉地区連合町内会 １０月１６日（月）

　　2 件名：桜木住宅の跡地の活用について

【内容（原文まま）】

①近隣にはコミュニティセンター桜木会館と青葉児童クラブがある。青葉児

童クラブ前の市道は児童の送迎車が路上駐車となっており、安全上からも

対策が必要と思われる。

②桜木住宅の解体や今後の活用について計画を知りたい。
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　　　　　令和５年度地区懇談会　市と意見交換したい事項あ

青葉地区連合町内会 １０月１６日（月）

　　3
件名：防災避難訓練結果を踏まえた、課題・要望につ

いて

【内容（原文まま）】

①避難場所における、支援物資（品物、数量）の保管状況を知りたい。

②避難所における管理体制（公助：職員派遣）、共助）と役割分担。
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